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東 雲 ～しののめ～ 施設長 田中 賴子

のぞみの家祭

園庭がきれいになりました
１1月8日土曜日に作業班毎に分かれて園庭の除草作業と落ち葉の片付けを

行いました。

竹ぼうきを使い落ち葉を集める、袋に入れる、運ぶ等を分担しながら行い駐車

場内に散乱していた落ち葉がなくなり、とても綺麗になりました。その後は、

事前に3種類の中から選んだミスドのおやつを食べて皆笑顔でした！！

インスタ発信中の
ぞみ

の家

日々の事やバザーの告知をしています。

QRコードからフォローをお願いします。

「暑いね」「寒いね」のあいさつ代わりに

「熊出たね」という言葉をこんなにも聞く日

がくるとは誰も想像もしていませんでした。

この時季気を付けるのはインフルエンザの予

防ですが、熊対策も命がけです。

身近に出没し毎日目撃があること、自然界

と人の生活圏の違いがなく住宅地にまで熊や

猪が入って来ての悲劇を辛く受け止めていま

す。餌不足という自然の節理であっても、コ

ロナやインフルエンザ罹患とも違い、恐怖と

ストレスは大きいものです。

また、反対に環境が保たれている場所もあ

ります。

動物との遭遇も珍しくない観光地では、動

物の生活の場所に私たちが立ち入っているこ

とを認識できる人間だからこそ、動物も人も

同じ場所にいる光景が成り立っています。こ

れまで長い年月の間に観光客が誰一人動物に

エサをあげたり威嚇したりすることがなかっ

たお陰で、動物は当たり前に動き、人が近く

を通ることを許してくれていることに感動し

ました。もちろん、この関係性が一瞬で崩れ

ることもあり得ます。そうなれば、人気の観

光地は成り立たなくなってしまうのです。

さらに人気の観光地では、賑わいの嬉しさ

以上にマナーが悪いと地元の困惑も多くある

ようです。夫々の場所に相応しいふるまいを

考えられるのは人間だからこそ、マナーやル

ールを守って、自然や観光地を守ることにつ

ながると思われます。暫くは、熊との共存が

出来ることのない生活が続くことでしょう。



のぞみの家祭
のぞみの家祭 大盛況！！

１０月４日土曜日に第３６回のぞみ

の家祭を行いました。滝山小による龍

山太鼓の迫力ある演奏で開会して沢山

のお客さんで賑わいました。

利用者の方は担当のブースで活躍でき

てお楽しみ時間では様々ある中から、

「何を買おうかな～」と買い物を楽し

んでいました。お祭りを盛り上げてく

ださったボランティアの方々、保護者

会の皆さんありがとうございました。

開会式で

のぞみの歌を熱唱

実行委員長

の挨拶

サクソフォン

の演奏に合わせて

ダンス

ご来場を

ありがとう

ございました

のぞみの家

特製煮込み

の下準備中

大盛況の

自主製品

販売


